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統合的沿岸管理
－市民と行政の連携によるモニタリング実施例－

国土技術政策総合研究所

海洋環境研究室長 古川恵太

・ 東京湾再生のための行動計画

－東京湾再生推進会議によるＩＣＺＭの試み

・ 東京湾一斉調査

－行政の協働、市民参加、専門家による診断

・ モニタリングに向けた、その他の試み

－様々な手法（生物調査、釣り、学習会、体験型）

制度や仕組み
＝ 包括的計画・順応的管理
＋ 市民参加・協働

Objectives

Review Implementation

Monitoring

Goal

Target Setting

目標設定
Situation

場の理解

R&D

手法開発
Systematize

システム化

統合沿岸域管理とモニタリング

自然再生の定義
＝ 復元力のある生態系

モニタリング・モデル化
＝ 場の変動特性・ネットワーク

実証実験・研究・開発
＝ 再生メニューの開拓
＋ 効果の評価

<トップダウン型> →
包括的戦略：Strategic Approach
順応的管理：Adaptive Management

← <ボトムアップ型>
生態系手法：Ecosystem Approach
過程的手法：Process Based Approach
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東京湾再生のための行動計画
（中間とりまとめH14.6.28：目標設定）

（行動計画 H15.3.28：行動計画の公開）
（第１回中間評価 H19.3：モニタリングの推進）

快適に水遊びができ、多くの生物が生息する、
親しみやすく美しい「海」を取り戻し、首都圏に
ふさわしい「東京湾」を創出する。

○陸域負荷の削減

○海域における環境改善対策

○東京湾のモニタリング

・各種生活排水処理施設等の整備
・河川浄化や湿地や干潟の再生等
・森林の整備や保全等

・底質の改善等
・海面や海浜・干潟等の清掃活動等
・良好な生物の生息環境を構築するための

干潟、浅海域のネットワーク化

・各機関の連携協力によるモニタリングデータの
整理、活用

・モニタリングデータの情報収集や発信の充実

重点エリア及びアピールポイントの設定
施策による改善の効果を体感・実感出来るような
場所の設定及び改善施策のイメージ化

東京湾一斉調査

平成19年3月

東京湾再生行動計画 第一回中間評価

東京湾の汚染メカニズムの理解

データ公表の迅速化

効率的かつ効果的なモニタリング体制

連続観測ポイント増設

多様な主体の連携

WEBサイトの充実
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東京湾一斉調査

平成19年9月

東京湾モニタリング研究会設置 → 中間評価指摘事項の検討

平成20年3月

「政策助言」を報告

「関係機関が連携・協働した効率的かつ効果的なモニタリング調査の体制づく
りと実施」に向けての契機とする。

東京湾の全域及び陸域を対象として一斉での調査を通じ、青潮・貧酸素水
塊の分布等を把握することで、東京湾の汚染メカニズムの理解の推進を
図る。

多様な主体が協働しモニタリングを実施することにより、国民・流域住民の
東京湾再生への関心を醸成する。

「東京湾再生のモニタリングに対する政策助言」より抜粋

千葉県

神奈川
県

埼玉県

茨城県

群馬県 栃木県

東京都

東京湾一斉調査

1）実施日

2）参加機関

3）調査地点

4）調査項目

5）関連イベント

平成20年7月2日（水）

全46機関・団体

海域・陸域合計 568地点

海域 ： DO、水温、塩分
陸域 ： COD、水温、流量

環境教育・環境活動を実施

海域 222地点

河川 281地点

湖沼 1地点

下水処理場 64地点

計 568地点
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東京湾一斉調査

東京大学大学院
（磯部研究室）

環境学習
（横浜市立元街小学校）

東邦大学
（風呂田研究室）

東京工業大学大学
院（灘岡研究室）

東京海洋大学大学院
（石丸研究室）

環境学習
（川崎市立渡田小学校）

調査・取り組みの様子

公共用水域：101点 一斉調査：222点

 海域：底層溶存酸素（ＤＯ）

 現象の把握

 底質分布と底層ＤＯ

 密度の断面分布から循環を推定

八木ら（２００８）を参考に模式化

その他の取り組み

• 一斉調査生物調査
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多摩川河口の釣り調査（2008年10月4日）

9

１班
度 分 秒 度 分 秒

船宿 09:00 0 35 32 29.20 139 44 59.79
第１ﾎﾟｲﾝﾄ 09:33 1 35 31 33.13 139 47 48.40

10:06 2 35 31 32.43 139 47 46.02
10:25 3 35 31 22.46 139 47 36.74

第２ﾎﾟｲﾝﾄ 10:37 4 35 32 21.80 139 46 03.89
11:36 5 35 32 20.74 139 46 05.27

２班
度 分 秒 度 分 秒

船宿 09:00 0 35 32 29.20 139 44 59.79
第１ﾎﾟｲﾝﾄ 09:42 1 35 33 33.04 139 47 51.49

09:51 2 35 33 30.97 139 47 52.96
10:02 3 35 33 07.34 139 48 00.55
10:53 4 35 32 58.77 139 48 09.73

第２ﾎﾟｲﾝﾄ 11:31 5 35 31 03.79 139 47 34.66
11:51 6 35 32 21.77 139 46 04.97

３班
度 分 秒 度 分 秒

船宿 09:00 0 35 32 29.20 139 44 59.79
第１ﾎﾟｲﾝﾄ 09:38 1 35 31 36.91 139 47 47.06

09:49 2 35 31 43.90 139 47 47.06
10:02 3 35 31 25.48 139 47 40.19
10:17 4 35 31 25.35 139 47 27.41
10:25 5 35 31 22.97 139 47 18.02

第２ﾎﾟｲﾝﾄ 10:41 6 35 32 20.86 139 46 06.25
11:44 7 35 32 29.16 139 45 18.60

（測地系：日本測地系）

東経北緯

東経北緯

北緯 東経

調査ﾎﾟｲﾝﾄ 時刻 座標点

調査ﾎﾟｲﾝﾄ 時刻 座標点

調査ﾎﾟｲﾝﾄ 時刻 座標点

拡張範囲

船宿

大師橋

２班
第１ﾎﾟｲﾝﾄ

３班
第１ﾎﾟｲﾝﾄ

１班
第１ﾎﾟｲﾝﾄ

１・２・３班
第２ﾎﾟｲﾝﾄ

２００８年１０月４日

ハゼ釣り調査
　　　ポイント・マップ

多摩川

ハゼの全長別匹数分布　平成20年 全体で149匹
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ポイント１は、全班とも釣果ゼロ
4-6m の水深帯でDO 2mg/L
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海辺つくり研究会による調査結果（未公表）

平均体長 12.1cm
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芝浦アイランドでのハゼ調査（2008）
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6月 5.6 cm

7月 5.9 cm

8月 6.9 cm

9月 7.3 cm

10月 8.9 cm
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釣り調査（2008/9/2)
11.1 cm

国総研・東京都・港区・日本ミクニヤ


